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心に考察した。すなわち、タクポ・カギュ派の開祖である sGam po pa bSod nam rin chen
の『ラムリム・タルゲン』とゲルク派の開祖である Tsong kha paの『ラムリム・チェン
モ』を取り上げ、それらにおける『菩提見道灯論』への依拠を考察した。また、Bu ston 
rin chen grubの『法行楽道』は、初学者文献である Dīpaṃkaraśrījñānaの『入菩薩初学
者道説示』との関係から、ここで考察した。また、チベット仏教における『菩提道灯論』
に対する注釈書について考察し、その注釈の系譜を明確にするために Grags pa bshad 
sgrub の注釈を提示した。 
	 本研究では、以上のような問題点から、Dīpaṃkaraśrījñāna の小部文献を中心に整理
して、それらの文献に説かれている内容を考察することで、彼の思想体系を解明するこ
とを目的としている。彼が、中観論者であることは、自らが明言している。従来の研究
では、彼の中観に関する論書、特に『入二諦論』を中心に彼の思想を論じ、それを彼の
中観思想と考察してきた。しかし、そこには後代のチベット宗義書が行ったような中観
の学派分類の見地から論じるものが多く、彼を帰謬派の論者と断定するものもあった。
しかしながら、上記の文献をすべて考察すれば、そのような理解は一部の著書の僅かな
語句に基づく判断でしかないことは明らかである。本論からは、彼の中観理解だけでな
く、瑜伽行唯識思想の理解、菩薩行の実践論、さまざまな儀軌の解説、大乗経典を含む
経論に基づく聖典観、真言乗に対する言及に基づく密教観などを含めたさまざまな観点
から彼の思想は形成されていることが明らかになった。 
